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e-Learning科目の科目学修到達目標並びに課題    学科・専攻【 デジタルアーカイブ専攻 】 科目【 図書館サービス概論 】 

No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

(例) インストラクショナルデザイン ・インストラクショナルデザインとは何か説明できる。 

・ADDIE モデルについ事例をあげて説明できる。 

・カークパトリックの４段階評価モデルについて事例をあげて

説明できる。 

(1)インストラクショナルデザイン

とは 

(2)教材開発とインストラクショナ

ルデザイン 

(3)授業設計のプロセス 

 ・ADDIE モデル 

(4) カークパトリックの４段階評

価モデル 

(1) カークパトリックの４段階評

価モデルについて、各段階におけ

る評価方法には何があるかグル

ープで考察しなさい。 

(2) 授業設計のプロセスにおける

ADDIE モデルについて、各プロ

セスの内容を、具体的に授業を設

計する場面を当てはめなさい。 

第 1 講 図書館サービスの意義と理念 ・現代社会における図書館の位置付け・社会的意義について説

明できる 

・近現代日本の図書館の発展について説明できる 

・図書館サービスの概念を説明できる 

・図書館サービスの基本理念を図書館の自由に関する宣言、図

書館員の倫理綱領などを参照し説明することができる 

（！）図書館サービスの意義と目的 

（２）図書館サービスの概念 

 ・ユネスコ公共図書館宣言 

 ・図書館の自由に関する宣言 

 ・図書館員の倫理綱領 

 ・図書館学の五法則 

（１）自身の図書館利用経験から学

習前の図書館像を説明しなさい 

（２）図書館学の五法則を解釈し、

現代的な意義について考察しなさ

い 

第 2 講 図書館サービスの構成要素、公共図

書館の役割、図書館サービスの高度

化 

・図書館サービスの構成要素である （１）図書館資料、（２）図

書館サービスの利用者、（３）図書館員、（４）施設設備につい

て代表例と留意点を説明できる 

・民主主義体制における図書館の役割を説明できる 

・図書館の提供する情報の付加価値を説明できる 

（１）図書館資料 

（２）利用者 

（３）図書館員 

（４）施設設備 

（１）民主主義の砦としての図書館

の意味を説明しなさい。 

（２）図書館で付加価値高めたサー

ビスの実例を調査し、評価しなさ

い。 

第３講 公共図書館サービスの変遷（１）第 ・第二次世界大戦後の日本の図書館サービスの特徴を説明でき （１）1945 年代―1950 年代 （１）第１期の先進的な図書館の例
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１期・第２期 る 

・1960〜70 年代の日本の図書館サービスの特徴を説明できる 

（２）1960 年代―1970 年代 を調べ、先進的である理由をまとめ

なさい 

（２）第２期の先進的な図書館の例

を調べ、先進的である理由をまとめ

なさい 

第４講 公共図書館サービスの変遷（２）第

３期〜第５期 

・1980〜90 年代前半の日本の図書館サービスの特徴を説明で

きる 

・1990〜2000 年代の日本の図書館サービスの特徴を説明でき

る 

・2010 年代から現在までの日本の図書館サービスの特徴を説

明できる 

（１）1980 年代―1990 年代前半 

（２）1990 年代―2000 年代 

（３）2010 年代から現在 

（１）第３期の先進的な図書館の例

を調べ、先進的である理由をまとめ

なさい 

（２）第４期の先進的な図書館の例

を調べ、先進的である理由をまとめ

なさい 

（３）第５期の先進的な図書館の例

を調べ、先進的である理由をまとめ

なさい 

第５講 図書館サービスとコンプライアンス ・知識のデジタル化の歴史的経緯について説明できる 

・初期のデジタルアーカイブ構想について説明できる 

・学術情報のオープン化について目的と方法、課題について説

明できる 

（１）デジタル化・オープン化 

（２）図書館サービスとコンプライ

アンス 

（３）オープン化をめぐる諸動向 

（１）知識資源のデジタル化のメリ

ットとデメリットを考察しなさい 

（２）学術情報のオープン化の是非

について、多面的に考察しなさい 

第６講 図書館サービスと著作権 ・著作権の基本と著作権法の目的を説明できる 

・図書館に関係する著作権を説明できる 

（１）著作権法 

（２）パブリック・ライセンス 

（３）著作権法の変動 

（１）CC ライセンスとは何か、歴史

的な経緯を含めまとめなさい。 

（２）知識資源のオープン化に際し

て留意しなければならない著作権

上の問題と解決策について説明し
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なさい 

第７講 資料提供サービス ・資料提供サービスの種類と内容について説明できる 

・効果的な閲覧サービスを行うための留意点について説明でき

る 

・貸出サービス、予約サービス、文献送付サービス、複写サー

ビスについて目的と内容、留意点について説明できる 

（１）意義と概要 

（２）種類と内容 

 

（１）身近な図書館の資料提供サー

ビスを調査し、評価しなさい 

（２）潜在的利用者に向けた資料提

供サービスを考案しなさい 

第８講 情報提供サービス ・情報提供サービスの種類と内容について説明できる 

・レファレンスサービスの概要、プロセスについて説明できる 

・図書館利用教育、読書案内の目的と内容、留意点について説

明できる 

・カレントアウェアネスサービス、情報検索サービスの目的と

内容について説明できる 

（１）意義と概要 

（２）種類と内容 

（３）レファレンスサービス 

（４）情報サービス 

（１）レファレンス質問の４タイプ

について任意の質問と回答例を作

成しなさい 

（２）レファレンス協同データベー

スとはどのようなデータベースか。

登録されている事例を引用しなが

ら説明しなさい。 

第９講 図書館サービスの協力と連携 ・図書館協力・連携の対象、種類について説明できる 

・災害時など機器管理連携の必要性、内容について説明できる 

・分担目録・協同目録作業の目的・内容・具体例について説明

できる 

（１）図書館協力の根拠 

（２）学校連携 

（３）危機管理連携 

（４）分担目録・協同目録作業 

（１）NACSIS-CAT とゆにかねっと

について調べ、異同について考察し

なさい 

（２）大学図書館コンソーシアムの

成り立ちと目的、活動内容について

まとめなさい 

第10講 課題解決支援サービス 

 

・意思決定課題解決支援サービスと、このサービスにおける図

書館員の役割について説明できる 

・資料・情報提供課題解決支援サービスの目的と具体例を説明

できる 

（１）意思決定課題解決支援サービ

ス 

（２）資料 ・情報提供課題解決支援

サービス 

（１）身近な図書館の課題解決支援

サービスを調べ、評価しなさい。 
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・公共図書館における課題解決支援サービスの種類と、各サー

ビスの目的と方法について説明できる。 

（３）公共図書館における課題解決

支援サービスの実践事例 

第11講 障害者サービス,多文化サービス ・図書館を利用する際の障害について説明できる 

・障害を取り除くために必要とされる各種サービスについて説

明できる 

・図書館障害者サービスの具体的な方法について説明できる 

・多文化サービスの対象・目的・方法について説明できる 

（１）障害者とは 

（２）障害者サービス 

（３）多文化サービス 

（１）図書館が障碍者サービスを行

う意義と、サービスの種類と方法を

まとめなさい 

（２）図書館が多文化サービスを行

う意義と、サービスの種類と方法を

まとめなさい 

第12講 高齢者サービス ・日本における高齢化の状況を説明できる 

・図書館での高齢者へのサービスの具体的な方法について説明

できる 

（１）高齢者の現状 

（２）高齢者への図書館サービス 

（１）高齢者の特徴と図書館での高

齢者サービスについてまとめた上

で、近隣の図書館での高齢者サービ

スを調査して評価しなさい。 

第13講 図書館利用者への接遇とコミュニケ

ーション 

・人と接する時の基本的なマナーについて説明できる 

・メールを送信する際の留意点について説明できる 

・レファレンスサービスにおいて留意する事項を説明できる 

・非常時の心構えや対応について説明できる 

（１）利用者への基本的な対応 

（２）図書館における危機管理 

（１）「図書館におけるリスクマネ

ージメンントガイドブック－トラ

ブルや災害に備えて－」を読み、考

察しなさい。 

第14講 図書館におけるサイン 

広報 

集会・行事活動 

・施設案内・利用案内・書架案内の各種サインの目的と留意点

を説明できる 

・図書館における広報活動の重要性と方法について説明できる 

・図書館で行われる集会・行事活動の意義と例について説明で

きる 

（１）図書館におけるサイン 

（２）広報 

（３）集会・行事活動 

（１）近隣の図書館へ行き、サイン

の種類、サインの効果について調査

しなさい。 

（２）ウィキペディアタウンの事例

を調べ、図書館で行う意義について

考察しなさい 

第15講 図書館サービスの課題と展望 ・図書館サービスの理念や変遷を踏まえ、今後の図書館の在り （１）図書館利用に困難を抱える利 （１）図書館サービスの今後の方向
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方について提案できる 

・これからの公共図書館が目指す図書館サービスの方向性を考

察できる 

用者へのサービス 

（２）利用者の潜在的ニーズへの対

応 

（３）情報資源の多様な提供方法 

（４）図書館の人的資源、予算の獲

得 

（５）図書館づくり 

性について一言で表現し、説明しな

さい。 

（２）現在の図書館サービスの課題

をまとめ、解決策を提案しなさい 

 


